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Ⅵ-3-3-6-2-5 放射性物質濃度制御設備及び可燃性ガス濃度制御設備 

並びに格納容器再循環設備の強度計算書 
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Ⅵ-3-3-6-2-5-1 非常用ガス処理系の強度計算書 

 



 

 

Ⅵ-3-3-6-2-5-1-1 非常用ガス処理系乾燥装置の強度計算書
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まえがき 

 

 本計算書は，Ⅵ-3-1-5「重大事故等クラス２機器及び重大事故等クラス２支持構造物の強度計算の基本方針」及びⅥ-3-2-9「重大事故等クラス２

管の強度計算方法」に基づいて計算を行う。 

 評価条件整理結果を以下に示す。なお，評価条件の整理に当たって使用する記号及び略語については，Ⅵ-3-2-1「強度計算方法の概要」に定義し

たものを使用する。 

 

・評価条件整理表 

機器名 

既設 

or 

新設 

施設時の

技術基準

に対象と

する施設

の規定が

あるか 

クラスアップするか 条件アップするか 
既工認に

おける 

評価結果

の有無 

施設時の

適用規格 
評価区分 

同等性 

評価区分 

評価 

クラス 
クラス 

アップ 

の有無 

施設時 

機器 

クラス 

ＤＢ 

クラス 

ＳＡ 

クラス 

条件 

アップ 

の有無 

ＤＢ条件 ＳＡ条件 

圧力 

(MPa) 

温度 

(℃) 

圧力 

(MPa) 

温度 

(℃) 

非常用ガス処理系

乾燥装置 
既設 無 ― ― DB-4 SA-2 ― 0.014 120 0.014 120 ― ― 同等性 a.(a) SA-2 
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1. 計算条件 

 1.1 計算部位 

   概要図に強度計算箇所を示す。 

 

 

図中の番号は次頁以降の 

計算項目番号を示す。    

図1－1 概要図 

 

 1.2 設計条件 

最高使用圧力(MPa) 0.014 

最高使用温度(℃) 120 
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2. 強度計算 

2.1 ダクトの厚さ計算 

   機械工学便覧（設計・建設規格 PPC-3411(1) 参考） 

 

名称   (1)ケーシング 

材料    

ダクト長辺寸法 ａ (mm) 1650 

ダクト接続材・補強材の接続ピッチ ｃ (mm) 859 

単位面積当たりのダクト鋼板の質量 Ｄｐ (kg/mm2)  

ヤング率 Ｅ (MPa) .  

最高使用圧力 Ｐ (MPa) 0.014 

最高使用温度における設計・建設規格

付録材料図表 Part5 表5に規定する材

料の許容引張応力 

Ｓ (MPa)  

ダクトの計算上必要な厚さ ｔ (mm) 0.52 

面外荷重によるダクト板の最大変位量  δｍａｘ (mm) 17.72 

最小厚さ  (mm)  

評価：最小厚さはダクトの計算上必要な厚さ以上であり，強度は十分である。 

 

 2.2 ダクトの応力計算 

   機械工学便覧（設計・建設規格 PPC-3520(1)b 参考） 

 

名称   (1)ケーシング 

材料    

ダクト長辺寸法 ａ (mm) 1650 

ダクト接続材・補強材の接続ピッチ ｃ (mm) 859 

単位面積当たりのダクト鋼板の質量 Ｄｐ (kg/mm2)  

ヤング率 Ｅ (MPa)  

最高使用圧力 Ｐ (MPa) 0.014 

最高使用温度における設計・建設規格

付録材料図表 Part5 表5に規定する材

料の許容引張応力 

Ｓｈ (MPa)  

一次応力 Ｓｐｒｍ (MPa) 40 

ダクトの厚さ ｔ (mm) 9.0 

面外荷重によるダクト板の最大変位量 δｍａｘ (mm) 4.50 

許容応力  (MPa)  

評価：一次応力は許容応力以下であり，強度は十分である。 

 

2 

K
6
 
①
 Ⅵ

-
3-
3
-
6-
2
-
5-
1
-
1 
R
0
E 



 
K
6
 
①
 Ⅵ

-
3-
3
-
6-
2
-
5-
1
-
2 
R
0
 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅵ-3-3-6-2-5-1-2 管の強度計算書 

 



 

 

Ⅵ-3-3-6-2-5-1-2-1 管の基本板厚計算書 
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まえがき 

 

本計算書は，Ⅵ-3-1-5「重大事故等クラス２機器及び重大事故等クラス２支持構造物の強度計

算の基本方針」及びⅥ-3-2-9「重大事故等クラス２管の強度計算方法」に基づいて計算を行う。 

評価条件整理結果を以下に示す。なお，評価条件の整理に当たって使用する記号及び略語につ

いては，Ⅵ-3-2-1「強度計算方法の概要」に定義したものを使用する。 
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・評価条件整理表 

 

管 No. 

既設 

or 

新設 

施設時の 

技術基準

に対象と

する施設

の規定が

あるか 

クラスアップするか 条件アップするか 
既工認に 

おける 

評価結果 

の有無 

施設時の 

適用規格 
評価区分 

同等性 

評価 

区分 

評価 

クラス 
クラス

アップ

の有無 

施設時 

機器 

クラス 

ＤＢ 

クラス 

ＳＡ 

クラス 

条件 

アップ 

の有無 

ＤＢ条件 ＳＡ条件 

圧力 

(MPa) 

温度 

（℃） 

圧力 

(MPa) 

温度 

（℃） 

1 既設 有 有 DB-4 DB-4 SA-2 無 0.014 100 0.014 100 ― S55 告示 
設計・建設規格 

又は告示 
― SA-2 

2 既設 有 有 DB-4 DB-4 SA-2 無 0.014 120 0.014 120 ― S55 告示 
設計・建設規格 

又は告示 
― SA-2 

3 既設 有 有 DB-4 DB-4 SA-2 無 0.025 150 0.025 150 ― S55 告示 
設計・建設規格 

又は告示 
― SA-2 

4 既設 有 有 DB-4 DB-4 SA-2 無 0.025 150 0.025 150 ― S55 告示 
設計・建設規格 

又は告示 
― SA-2 

5 新設 ― ― ― ― SA-2 ― ― ― 0.62 171 ― ― 設計・建設規格 ― SA-2 

6 新設 ― ― ― ― SA-2 ― ― ― 0.62 171 ― ― 設計・建設規格 ― SA-2 

7 既設 有 有 DB-4 DB-4 SA-2 有 0.025 150 0.62 171 ― S55 告示 
設計・建設規格 

又は告示 
― SA-2 

8 既設 有 有 DB-4 DB-4 SA-2 有 0.025 150 0.62 171 ― S55 告示 
設計・建設規格 

又は告示 
― SA-2 

T1 新設 ― ― ― ― SA-2 ― ― ― 0.62 171 ― ― 設計・建設規格 ― SA-2 

E1 既設 有 有 DB-4 DB-4 SA-2 無 0.014 120 0.014 120 ― S55 告示 
設計・建設規格 

又は告示 
― SA-2 

E2 既設 有 有 DB-4 DB-4 SA-2 無 0.025 150 0.025 150 ― S55 告示 
設計・建設規格 

又は告示 
― SA-2 

K6 ① Ⅵ-3-3-6-2-5-1-2-1 R0



 

 

・適用規格の選定 

管 No. 評価項目 評価区分 判定基準 適用規格 

1 管の強度計算 
設計・建設規格 

又は告示 
同等 設計・建設規格 

2 管の強度計算 
設計・建設規格 

又は告示 
同等 設計・建設規格 

3 管の強度計算 
設計・建設規格 

又は告示 
同等 設計・建設規格 

4 管の強度計算 
設計・建設規格 

又は告示 
同等 設計・建設規格 

5 管の強度計算 設計・建設規格 ― 設計・建設規格 

6 管の強度計算 設計・建設規格 ― 設計・建設規格 

7 管の強度計算 
設計・建設規格 

又は告示 
同等 設計・建設規格 

8 管の強度計算 
設計・建設規格 

又は告示 
同等 設計・建設規格 

T1 管の穴と補強計算 設計・建設規格 ― 設計・建設規格 

E1 伸縮継手の強度計算 
設計・建設規格 

又は告示 
同等 設計・建設規格 

E2 伸縮継手の強度計算 
設計・建設規格 

又は告示 
同等 設計・建設規格 
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2. 管の強度計算書（重大事故等クラス２管） 

  設計・建設規格 PPC-3411 準用 

ＮＯ． 

最高使用圧力 

Ｐ 

（MPa） 

最高使用 

温  度 

（℃） 

外 径 

Ｄｏ 

（mm） 

公称厚さ 

 

（mm） 

材  料 製 

 

法 

ク 

ラ 

ス 

 

Ｓ 

（MPa） 

η Ｑ 

 

ｔｓ 

（mm） 

 

ｔ 

（mm） 

算 

 

式 

 

ｔｒ 

（mm） 

1 0.014 100 267.40 9.30 STS410 S 2 103 1.00 12.5% 8.13 0.02 C 3.80 

2 0.014 120 267.40 9.30 STPT410 S 2 103 1.00 12.5% 8.13 0.02 C 3.80 

3 0.025 150 267.40 9.30 STS410 S 2 103 1.00 12.5% 8.13 0.04 C 3.80 

4 0.025 150 267.40 9.30 STPT410 S 2 103 1.00 12.5% 8.13 0.04 C 3.80 

5 0.62 171 46.00 5.75 
S25C 

(径≦100mm) 
S 2 110 1.00   0.13 C 2.20 

6 0.62 171 46.00 9.40 
S25C 

(径≦100mm) 
S 2 110 1.00   0.13 C 2.20 

7 0.62 171 267.40 9.30 STS410 S 2 103 1.00 12.5% 8.13 0.81 C 3.80 

8 0.62 171 318.50 10.30 STS410 S 2 103 1.00 12.5% 9.01 0.96 C 3.80 

評価：ｔｓ ≧ ｔｒ，よって十分である。 
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3.    管の穴と補強計算書（重大事故等クラス 2管） 

補強を要しない穴の最大径 

設計・建設規格 PPC-3422 準用 

 

 

ＮＯ． T1 

形   式           A 

最高使用圧力      Ｐ  (MPa) 0.62 

最高使用温度   (℃) 171 

主管と管台の角度    α   (°)  

  

主 
 
 

管 

材  料 STS410 

許容引張応力      Ｓｒ    (MPa) 103 

外  径      Ｄｏｒ     (mm) 267.40 

内  径      Ｄｉｒ     (mm) 251.14 

公称厚さ        ｔｒｏ      (mm) 9.30 

厚さの負の許容差  Ｑｒ 12.5% 

最小厚さ      ｔｒ       (mm) 8.13 

継手効率      η 1.00 

管 
 

台 

材  料 S25C(径≦100mm) 

外  径      Ｄｏｂ      (mm) 46.00 

内  径      Ｄｉｂ      (mm)  

公称厚さ      ｔｂｎ    (mm) 9.40 

 

穴の径        ｄ   (mm)  

ｄｒ１＝Ｄｉｒ／4   (mm) 62.79 

61，ｄｒ１の小さい値    (mm) 61.00 

Ｋ  0.1088 

200，ｄｒ２の小さい値     (mm) 100.36 

 補強不要な穴の最大径 ｄｆｒ   (mm) 100.36 

評価： ｄ ≦ ｄｆｒ 

 

よって管の穴の補強計算は必要ない。 
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4. 伸縮継手の強度計算書（重大事故等クラス２管） 

 

設計・建設規格 PPC-3416 準用 

ＮＯ. 

最高使用圧力 

Ｐ 

(MPa) 

最高使用温度 

 

(℃) 

材  料 

縦弾性係数 

Ｅ 

(MPa) 

 

ｔ 

(mm) 

全伸縮量 

δ 

(mm) 

 

ｂ 

(mm) 

 

ｈ 

(mm) 

ｎ ｃ 
算 

式 

継手部応力 

σ 

(MPa) 

 

Ｎ 

×103 

 

Ｎｒ 

×103 

Ｕ 

E1 0.014 120 SUS304 188000  24.04     A 691 16.3 1.0 0.062 

E2 0.025 150 SUS304 186000  34.17     A 598 27.0 1.0 0.037 

評価：Ｕ≦1，よって十分である。 

注：E1，E2の外径は，  
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Ⅵ-3-3-6-2-5-1-3 非常用ガス処理系フィルタ装置の強度計算書
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まえがき 

 

 本計算書は，Ⅵ-3-1-5「重大事故等クラス２機器及び重大事故等クラス２支持構造物の強度計算の基本方針」及びⅥ-3-2-9「重大事故等クラス２

管の強度計算方法」に基づいて計算を行う。 

 評価条件整理結果を以下に示す。なお，評価条件の整理に当たって使用する記号及び略語については，Ⅵ-3-2-1「強度計算方法の概要」に定義し

たものを使用する。 

 

・評価条件整理表 

機器名 

既設 

or 

新設 

施設時の

技術基準

に対象と

する施設

の規定が

あるか 

クラスアップするか 条件アップするか 
既工認に

おける 

評価結果

の有無 

施設時の

適用規格 
評価区分 

同等性 

評価区分 

評価 

クラス 
クラス 

アップ 

の有無 

施設時 

機器 

クラス 

ＤＢ 

クラス 

ＳＡ 

クラス 

条件 

アップ 

の有無 

ＤＢ条件 ＳＡ条件 

圧力 

(MPa) 

温度 

(℃) 

圧力 

(MPa) 

温度 

(℃) 

非常用ガス処理系

フィルタ装置 
既設 有 有 DB-4 DB-4 SA-2 無 0.025 150 0.025 150 ― S55告示 同等性 a.(a) SA-2 
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1. 計算条件 

 1.1 計算部位 

   概要図に強度計算箇所を示す。 

 

 

図中の番号は次頁以降の 

計算項目番号を示す。    

図1－1 概要図 

 

 1.2 設計条件 

最高使用圧力(MPa) 0.025 

最高使用温度(℃) 150 
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2. 強度計算 

2.1 ダクトの厚さ計算 

   機械工学便覧（設計・建設規格 PPC-3411(1) 参考） 

 

名称   (1)ケーシング 

材料    

ダクト長辺寸法 ａ (mm) 1650 

ダクト接続材・補強材の接続ピッチ ｃ (mm) 1000 

単位面積当たりのダクト鋼板の質量 Ｄｐ (kg/mm2)  

ヤング率 Ｅ (MPa) .  

最高使用圧力 Ｐ (MPa) 0.025 

最高使用温度における設計・建設規格

付録材料図表 Part5 表5に規定する材

料の許容引張応力 

Ｓ (MPa)  

ダクトの計算上必要な厚さ ｔ (mm) 1.61 

面外荷重によるダクト板の最大変位量  δｍａｘ (mm) 17.41 

最小厚さ  (mm) .  

評価：最小厚さはダクトの計算上必要な厚さ以上であり，強度は十分である。 

 

 2.2 ダクトの応力計算 

   機械工学便覧（設計・建設規格 PPC-3520(1)b 参考） 

 

名称   (1)ケーシング 

材料    

ダクト長辺寸法 ａ (mm) 1650 

ダクト接続材・補強材の接続ピッチ ｃ (mm) 1000 

単位面積当たりのダクト鋼板の質量 Ｄｐ (kg/mm2)  

ヤング率 Ｅ (MPa)  

最高使用圧力 Ｐ (MPa) 0.025 

最高使用温度における設計・建設規格

付録材料図表 Part5 表5に規定する材

料の許容引張応力 

Ｓｈ (MPa)  

一次応力 Ｓｐｒｍ (MPa) 68 

ダクトの厚さ ｔ (mm) 9.0 

面外荷重によるダクト板の最大変位量 δｍａｘ (mm) 8.02 

許容応力  (MPa)  

評価：一次応力は許容応力以下であり，強度は十分である。 
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Ⅵ-3-3-6-2-5-2 可燃性ガス濃度制御系の強度計算書 
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Ⅵ-3-3-6-2-5-2-1 管の強度計算書 

 



 

 

Ⅵ-3-3-6-2-5-2-1-1 管の基本板厚計算書 
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まえがき 

 

本計算書は，Ⅵ-3-1-3「クラス２機器の強度計算の基本方針」及びⅥ-3-1-5「重大事故等クラ

ス２機器及び重大事故等クラス２支持構造物の強度計算の基本方針」並びにⅥ-3-2-4「クラス２

管の強度計算方法」及びⅥ-3-2-9「重大事故等クラス２管の強度計算方法」に基づいて計算を行

う。 

評価条件整理結果を以下に示す。なお，評価条件の整理に当たって使用する記号及び略語につ

いては，Ⅵ-3-2-1「強度計算方法の概要」に定義したものを使用する。 
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・評価条件整理表 

 

管 No. 

既設 

or 

新設 

施設時の 

技術基準

に対象と

する施設

の規定が

あるか 

クラスアップするか 条件アップするか 
既工認に 

おける 

評価結果 

の有無 

施設時の 

適用規格 
評価区分 

 

同等性 

評価 

区分 

 

評価 

クラス 
クラス

アップ

の有無 

施設時 

機器 

クラス 

ＤＢ 

クラス 

ＳＡ 

クラス 

条件 

アップ 

の有無 

ＤＢ条件 ＳＡ条件 

圧力 

(MPa) 

温度 

（℃） 

圧力 

(MPa) 

温度 

（℃） 

1 新設 ― ― ― ― SA-2 ― ― ― 0.62 200 ― ― 設計・建設規格 ― SA-2 

2 新設 ― ― ― ― SA-2 ― ― ― 0.62 200 ― ― 設計・建設規格 ― SA-2 

3 既設 有 無 DB-2 DB-2 SA-2 有 0.31 104 0.62 200 ― S55 告示 
設計・建設規格 

又は告示 
― SA-2 

4 既設 有 無 DB-2 DB-2 SA-2 有 0.31 104 0.62 200 ― S55 告示 
設計・建設規格 

又は告示 
― SA-2 

5 新設 ― ― ― DB-2 ― ― 0.31 171 ― ― ― ― 設計・建設規格 ― DB-2 

6 新設 ― ― ― DB-2 ― ― 0.31 171 ― ― ― ― 設計・建設規格 ― DB-2 

7 新設 ― ― ― DB-2 ― ― 0.31 171 ― ― ― ― 設計・建設規格 ― DB-2 

8 新設 ― ― ― DB-2 ― ― 0.31 104 ― ― ― ― 設計・建設規格 ― DB-2 

9 新設 ― ― ― DB-2 ― ― 0.31 104 ― ― ― ― 設計・建設規格 ― DB-2 

T1 新設 ― ― ― ― SA-2 ― ― ― 0.62 200 ― ― 設計・建設規格 ― SA-2 

K6 ① Ⅵ-3-3-6-2-5-2-1-1 R0



 

 

・適用規格の選定 

管 No. 評価項目 評価区分 判定基準 適用規格 

1 管の強度計算 設計・建設規格 ― 設計・建設規格 

2 管の強度計算 設計・建設規格 ― 設計・建設規格 

3 管の強度計算 
設計・建設規格 

又は告示 
同等 設計・建設規格 

4 管の強度計算 
設計・建設規格 

又は告示 
同等 設計・建設規格 

5 管の強度計算 設計・建設規格 ― 設計・建設規格 

6 管の強度計算 設計・建設規格 ― 設計・建設規格 

7 管の強度計算 設計・建設規格 ― 設計・建設規格 

8 管の強度計算 設計・建設規格 ― 設計・建設規格 

9 管の強度計算 設計・建設規格 ― 設計・建設規格 

T1 管の穴と補強計算 設計・建設規格 ― 設計・建設規格 
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2. 管の強度計算書（重大事故等クラス２管） 

  設計・建設規格 PPC-3411 準用 

ＮＯ． 

最高使用圧力 

Ｐ 

（MPa） 

最高使用 

温  度 

（℃） 

外 径 

Ｄｏ 

（mm） 

公称厚さ 

 

（mm） 

材  料 製 

 

法 

ク 

ラ 

ス 

 

Ｓ 

（MPa） 

η Ｑ 

 

ｔｓ 

（mm） 

 

ｔ 

（mm） 

算 

 

式 

 

ｔｒ 

（mm） 

1 0.62 200 75.00 6.95 
S25C 

(径≦100mm) 
S 2 110 1.00   0.21 C 2.70 

2 0.62 200 75.00 11.15 
S25C 

(径≦100mm) 
S 2 110 1.00   0.21 C 2.70 

3 0.62 200 165.20 7.10 STS410 S 2 103 1.00 12.5% 6.21 0.50 C 3.80 

4 0.62 200 165.20 7.10 STS42 S 2 103 1.00 12.5% 6.21 0.50 C 3.80 

評価：ｔｓ ≧ ｔｒ，よって十分である。 
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 管の強度計算書（クラス２管） 

  設計・建設規格 PPC-3411  

ＮＯ． 

最高使用圧力 

Ｐ 

（MPa） 

最高使用 

温  度 

（℃） 

外 径 

Ｄｏ 

（mm） 

公称厚さ 

 

（mm） 

材  料 製 

 

法 

ク 

ラ 

ス 

 

Ｓ

（MPa） 

η Ｑ 

 

ｔｓ 

（mm） 

 

ｔ 

（mm） 

算 

 

式 

 

ｔｒ 

（mm） 

5 0.31 171 406.40 12.70 STS410 S 2 103 1.00 12.5% 11.11 0.61 C 3.80 

6 0.31 171 216.30 8.20 STS410 S 2 103 1.00 12.5% 7.17 0.33 C 3.80 

7 0.31 171 114.30 6.00 STS410 S 2 103 1.00 12.5% 5.25 0.18 C 3.40 

8 0.31 104 165.20 7.10 SUS304TP S 2 121 1.00 12.5% 6.21 0.22 A 0.22 

9 0.31 104 318.50 17.40 SUS304TP S 2 121 1.00 12.5% 15.22 0.41 A 0.41 

評価：ｔｓ ≧ ｔｒ，よって十分である。 
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3.    管の穴と補強計算書（重大事故等クラス 2管） 

補強を要しない穴の最大径 

設計・建設規格 PPC-3422 準用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＮＯ． T1 

形   式           A 

最高使用圧力      Ｐ  (MPa) 0.62 

最高使用温度   (℃) 200 

主管と管台の角度    α   (°) 90 

  

主 
 
 

管 

材  料 STS410 

許容引張応力      Ｓｒ    (MPa) 103 

外  径      Ｄｏｒ     (mm) 165.20 

内  径      Ｄｉｒ     (mm) 152.78 

公称厚さ        ｔｒｏ      (mm) 7.10 

厚さの負の許容差  Ｑｒ 12.5% 

最小厚さ      ｔｒ       (mm) 6.21 

継手効率      η 1.00 

管 
 

台 

材  料    S25C(径≦100mm) 

外  径      Ｄｏｂ      (mm) 75.00 

内  径      Ｄｉｂ      (mm)  

公称厚さ      ｔｂｎ    (mm) 11.15 

 

穴の径        ｄ   (mm)  

ｄｒ１＝Ｄｉｒ／4   (mm) 38.20 

61，ｄｒ１の小さい値    (mm) 38.20 

Ｋ  0.0880 

200，ｄｒ２の小さい値     (mm) 78.73 

 補強不要な穴の最大径 ｄｆｒ   (mm) 78.73 

評価： ｄ ≦ ｄｆｒ 

 

よって管の穴の補強計算は必要ない。 
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Ⅵ-3-3-6-2-5-3 耐圧強化ベント系の強度計算書 
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Ⅵ-3-3-6-2-5-3-1 管の強度計算書 

 



 

 

Ⅵ-3-3-6-2-5-3-1-1 管の基本板厚計算書 
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まえがき 

 

本計算書は，Ⅵ-3-1-5「重大事故等クラス２機器及び重大事故等クラス２支持構造物の強度計

算の基本方針」及びⅥ-3-2-9「重大事故等クラス２管の強度計算方法」に基づいて計算を行う。 

評価条件整理結果を以下に示す。なお，評価条件の整理に当たって使用する記号及び略語につ

いては，Ⅵ-3-2-1「強度計算方法の概要」に定義したものを使用する。 
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・評価条件整理表 

管 No. 

既設 

or 

新設 

施設時の 

技術基準

に対象と

する施設

の規定が

あるか 

クラスアップするか 条件アップするか 
既工認に 

おける 

評価結果 

の有無 

施設時の 

適用規格 
評価区分 

同等性 

評価 

区分 

評価 

クラス 
クラス

アップ

の有無 

施設時 

機器 

クラス 

ＤＢ 

クラス 

ＳＡ 

クラス 

条件 

アップ 

の有無 

ＤＢ条件 ＳＡ条件 

圧力 

(MPa) 

温度 

（℃） 

圧力 

(MPa) 

温度 

（℃） 

1 既設 有 無 DB-2 DB-2 SA-2 有 0.31 171 0.62 200 ― S55 告示 
設計・建設規格

又は告示 
― SA-2 

1 新設 ― ― ― ― SA-2 ― ― ― 0.62 200 ― ― 設計・建設規格 ― SA-2 

1 既設 有 有 DB-4 DB-4 SA-2 有 0.025 150 0.62 200 ― S55 告示 
設計・建設規格

又は告示 
― SA-2 

2 新設 ― ― ― ― SA-2 ― ― ― 0.62 200 ― ― 設計・建設規格 ― SA-2 

3 新設 ― ― ― ― SA-2 ― ― ― 0.62 200 ― ― 設計・建設規格 ― SA-2 

4 新設 ― ― ― ― SA-2 ― ― ― 0.62 200 ― ― 設計・建設規格 ― SA-2 

5 新設 ― ― ― ― SA-2 ― ― ― 0.62 200 ― ― 設計・建設規格 ― SA-2 

6 新設 ― ― ― ― SA-2 ― ― ― 0.62 200 ― ― 設計・建設規格 ― SA-2 

7 既設 有 有 DB-4 DB-4 SA-2 有 0.025 150 0.62 171 ― S55 告示 
設計・建設規格

又は告示 
― SA-2 

8 既設 有 有 DB-4 DB-4 SA-2 有 0.025 150 0.62 171 ― S55 告示 
設計・建設規格

又は告示 
― SA-2 

9 既設 有 有 DB-4 DB-4 SA-2 有 0.025 150 0.62 171 ― S55 告示 
設計・建設規格

又は告示 
― SA-2 

10 既設 有 有 DB-4 DB-4 SA-2 有 0.025 150 0.62 171 ― S55 告示 
設計・建設規格

又は告示 
― SA-2 

11 新設 ― ― ― ― SA-2 ― ― ― 0.50 66 ― ― 設計・建設規格 ― SA-2 
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管 No. 

既設 

or 

新設 

施設時の 

技術基準

に対象と

する施設

の規定が

あるか 

クラスアップするか 条件アップするか 
既工認に 

おける 

評価結果 

の有無 

施設時の 

適用規格 
評価区分 

同等性 

評価 

区分 

評価 

クラス 
クラス

アップ

の有無 

施設時 

機器 

クラス 

ＤＢ 

クラス 

ＳＡ 

クラス 

条件 

アップ 

の有無 

ＤＢ条件 ＳＡ条件 

圧力 

(MPa) 

温度 

（℃） 

圧力 

(MPa) 

温度 

（℃） 

12 新設 ― ― ― ― SA-2 ― ― ― 0.62 171 ― ― 設計・建設規格 ― SA-2 

13 新設 ― ― ― ― SA-2 ― ― ― 0.62 171 ― ― 設計・建設規格 ― SA-2 

14 新設 ― ― ― ― SA-2 ― ― ― 0.62 171 ― ― 設計・建設規格 ― SA-2 

15 新設 ― ― ― ― SA-2 ― ― ― 0.62 171 ― ― 設計・建設規格 ― SA-2 
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・適用規格の選定 

管 No. 評価項目 評価区分 判定基準 適用規格 

1 管の強度計算 
設計・建設規格 

又は告示 
同等 設計・建設規格 

1 管の強度計算 設計・建設規格 ― 設計・建設規格 

1 管の強度計算 
設計・建設規格 

又は告示 
同等 設計・建設規格 

2 管の強度計算 設計・建設規格 ― 設計・建設規格 

3 管の強度計算 設計・建設規格 ― 設計・建設規格 

4 管の強度計算 設計・建設規格 ― 設計・建設規格 

5 管の強度計算 設計・建設規格 ― 設計・建設規格 

6 管の強度計算 設計・建設規格 ― 設計・建設規格 

7 管の強度計算 
設計・建設規格 

又は告示 
同等 設計・建設規格 

8 管の強度計算 
設計・建設規格 

又は告示 
同等 設計・建設規格 

9 管の強度計算 
設計・建設規格 

又は告示 
同等 設計・建設規格 

10 管の強度計算 
設計・建設規格 

又は告示 
同等 設計・建設規格 

11 管の強度計算 設計・建設規格 ― 設計・建設規格 

12 管の強度計算 設計・建設規格 ― 設計・建設規格 

13 管の強度計算 設計・建設規格 ― 設計・建設規格 

14 管の強度計算 設計・建設規格 ― 設計・建設規格 

15 管の強度計算 設計・建設規格 ― 設計・建設規格 
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2. 管の強度計算書（重大事故等クラス２管） 

  設計・建設規格 PPC-3411 準用 

ＮＯ． 

最高使用圧力 

Ｐ 

（MPa） 

最高使用 

温  度 

（℃） 

外 径 

Ｄｏ 

（mm） 

公称厚さ 

 

（mm） 

材  料 製 

 

法 

ク 

ラ 

ス 

 

Ｓ 

（MPa） 

η Ｑ 

 

ｔｓ 

（mm） 

 

ｔ 

（mm） 

算 

 

式 

 

ｔｒ 

（mm） 

1 0.62 200 558.80 9.50 SM400C W 2 100 1.00   1.73 C 3.80 

2 0.62 200 558.80 9.50 SM400C W 2 100 1.00   1.73 C 3.80 

3 0.62 200 558.80 15.90 SM400C W 2 100 1.00   1.73 C 3.80 

4 0.62 200 558.80 9.50 STPT410 S 2 103 1.00 12.5% 8.31 1.68 C 3.80 

5 0.62 200 559.00 9.53 
STPT410 相当 

(ASTM A106B) 
S 2 103 1.00 12.5% 8.33 1.68 C 3.80 

6 0.62 200 406.40 9.50 STPT410 S 2 103 1.00 12.5% 8.31 1.22 C 3.80 

7 0.62 171 558.80 9.50 SM400C W 2 100 1.00   1.73 C 3.80 

8 0.62 171 406.40 9.50 SM400C W 2 100 1.00   1.26 C 3.80 

9 0.62 171 406.40 9.50 STS410 S 2 103 1.00 12.5% 8.31 1.22 C 3.80 

10 0.62 171 318.50 10.30 STS410 S 2 103 1.00 12.5% 9.01 0.96 C 3.80 

11 0.50 66 34.00 3.40 SUS304TP S 2 126 1.00 0.5mm 2.90 0.07 A 0.07 

12 0.62 171 34.00 3.40 SUS304TP S 2 113 1.00 0.5mm 2.90 0.10 A 0.10 

評価：ｔｓ ≧ ｔｒ，よって十分である。  
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 管の強度計算書（重大事故等クラス２管） 

  設計・建設規格 PPC-3411 準用 

ＮＯ． 

最高使用圧力 

Ｐ 

（MPa） 

最高使用 

温  度 

（℃） 

外 径 

Ｄｏ 

（mm） 

公称厚さ 

 

（mm） 

材  料 製 

 

法 

ク 

ラ 

ス 

 

Ｓ 

（MPa） 

η Ｑ 

 

ｔｓ 

（mm） 

 

ｔ 

（mm） 

算 

 

式 

 

ｔｒ 

（mm） 

13 0.62 171 47.00 6.25 SUS304 S 2 113 1.00 1.25mm 5.00 0.13 A 0.13 

14 0.62 171 48.00 6.75 SUS304 S 2 113 1.00 1.75mm 5.00 0.14 A 0.14 

15 0.62 171 46.00 5.75 SUS304 S 2 113 1.00 0.75mm 5.00 0.13 A 0.13 

評価：ｔｓ ≧ ｔｒ，よって十分である。 
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3. 設計・建設規格における材料の規定によらない場合の評価 

  管ＮＯ．5（使用材料規格：ASTM A106B）の評価結果 

  （比較材料：ＪＩＳ Ｇ ３４５６ STPT410） 

  管ＮＯ．5に使用しているASTM A106B は，材料の許容引張応力が設計・建設規格に記載されて

いないことから，材料の許容引張応力が設計・建設規格に記載されている材料と機械的強度及び

化学成分を比較し，同等であることを示す。 

 

(1) 機械的強度 

 引張強さ 降伏点又は耐力 比較結果 

使用材料 415N/mm2以上 240N/mm2以上 
引張強さ及び降伏点は同等である。 

比較材料 410N/mm2以上 245N/mm2以上 

 

(2) 化学的成分 

 化学成分(％) 

C Si Mn P S Cu Ni Cr Mo V 

使用 

材料 

0.30 

以下 

0.10 

以上 

0.29 

～ 

1.06 

0.035 

以下 

0.035 

以下 
― ― ― ― ― 

比較 

材料 

0.30 

以下 

0.10 

～ 

0.35 

0.30 

～ 

1.00 

0.035 

以下 

0.035 

以下 
― ― ― ― ― 

比較 

結果 

Si，Mn の成分規定に差異があるが，以下により，本設備の環境下での使用は問題ないと

考える。 

Si：一般的に機械的強度に影響を与える成分であるが，(1)の評価結果からも機械強度

は同等以上であること。 

Mn：材料の機械的強度，じん性に影響を及ぼす。 

  機械的強度については、影響を及ぼす化学的成分規定値に差異はあるものの，(1)

の機械的強度の比較結果より十分な機械的強度を有していることを確認できるた

め問題ない。 

  じん性については，設計・建設規格クラス２配管の規定で破壊じん性試験が要求

されない厚さ（16mm 未満）であるため問題ない。 

 

(3) 評価結果 

(1)(2)の評価により，機械的強度，化学成分，いずれにおいても比較材料と同等である

ことを確認したため，本設備において，ASTM A106B を重大事故等クラス２材料として使

用することに問題ないと考える。 
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まえがき 

 

 本計算書は，Ⅵ-3-1-5「重大事故等クラス２機器及び重大事故等クラス２支持構造物の強度計算

の基本方針」及びⅥ-3-2-9「重大事故等クラス２管の強度計算方法」に基づいて計算を行う。 

 評価条件整理結果は「3. 計算結果」に示す計算書に記載する。 
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1. 概要 

本計算書は，Ⅵ-3-1-5「重大事故等クラス２機器及び重大事故等クラス２支持構造物の強度計

算の基本方針」及びⅥ-3-2-9「重大事故等クラス２管の強度計算方法」に基づき，耐圧強化ベン

ト系の管の応力計算を実施した結果を示したものである。 

評価結果記載方法は，以下に示すとおりである。 

 管 

設計及び工事の計画書に記載される範囲の管のうち，設計条件あるいは管クラスに変更が 

ある管における最大応力評価点の評価結果を解析モデル単位に記載する。 
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2. 概略系統図 

概略系統図記号凡例 

記号例 内容 

（太線） 設計及び工事の計画書に記載されている範囲の管のう

ち，本計算書記載範囲の管 

（細線） 設計及び工事の計画書に記載されている範囲の管のう

ち，本系統の管であって他計算書記載範囲の管 

（破線） 設計及び工事の計画書に記載されている範囲外の管又

は設計及び工事の計画書に記載されている範囲の管の

うち，他系統の管であって解析モデルの概略を示すた

めに表記する管 

 鳥瞰図番号 

 アンカ 
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3. 計算結果 

以下の計算書の重大事故等対処設備に含まれている。 

「Ⅵ-3-3-6-2-5-1-2-2 管の応力計算書」 

「Ⅵ-3-3-6-2-6-1-2-2 管の応力計算書」 
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Ⅵ-3-3-6-2-5-3-1-3 管の強度計算書（可搬型） 
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1. 概要 

本資料は，7号機設備，6,7 号機共用である耐圧強化ベント系の管の強度が「実用発電用原子炉

及びその附属施設の技術基準に関する規則」第 55条に適合することを説明するものである。 

耐圧強化ベント系の管の強度に関する説明は，令和 2年 10月 14 日付け原規規発第 2010147 号

にて認可された柏崎刈羽原子力発電所第 7号機の設計及び工事の計画のⅤ-3-3-6-2-5-3-1-3「管

の強度計算書（可搬型）」による。 
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Ⅵ-3-3-6-2-5-4 格納容器圧力逃がし装置の強度計算書 
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Ⅵ-3-3-6-2-5-4-1 ドレン移送ポンプの強度計算書 
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まえがき 

 

本計算書は，Ⅵ-3-1-5「重大事故等クラス 2 機器及び重大事故等クラス 2 支持構造物の強度計算の基本方針」,Ⅵ-3-2-10「重大事故等クラス

２ポンプの強度計算方法」及びⅥ-3-2-13「重大事故等クラス２支持構造物（ポンプ）の強度計算方法」に基づいて計算を行う。 

なお，適用規格の選定結果について以下に示す。適用規格の選定に当たって使用する記号及び略語については，Ⅵ-3-2-1「強度計算方法の概

要」に定義したものを使用する。 

 

・評価条件整理表 

機器名 

既設 

or 

新設 

施設時の 

技術基準 

に対象と 

する施設 

の規定が 

あるか 

クラスアップするか 条件アップするか 

既工認に 

おける 

評価結果 

の有無 

施設時の 

適用規格 
評価区分 

同等性 

評価区分 

評価 

クラス 

クラス 

アップ 

の有無 

施設時 

機器 

クラス 

ＤＢ 

クラス 

ＳＡ 

クラス 

条件 

アップ 

の有無 

ＤＢ条件 ＳＡ条件 

圧力 

(MPa) 

温度 

(℃) 

圧力 

(MPa) 

温度 

(℃) 

ドレン移送ポンプ 新設 － － － － SA-2 － － － 1.00 150 － － 
設計・ 

建設規格 
－ SA-2 
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1. 計算条件 

1.1 ポンプ形式 

片吸込み１重うず巻ポンプであって，ケーシングが軸垂直割りであるものに相当する。 

 

1.2 計算部位 

概要図に強度計算箇所を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1―1 概略図 
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1.3 設計条件 

設計条件 吐出側 吸込側 

最高使用圧力(MPa) 1.00 0.62 

最高使用温度(℃) 150 150 

 

2. 強度計算 

2.1 ケーシングの厚さ 

設計・建設規格 PMC-3320 

計算部位 材料 
Ｐ 

(MPa) 

Ｓ 

(MPa) 

Ａ 

(mm) 

① SUS316L 1.00 108  

 

ｔ 

(mm) 

ｔｓｏ 

(mm) 

ｔｓ 

(mm) 

   

評価：ｔｓ≧ｔ，よって十分である。 

 

2.2 ケーシングの吸込み及び吐出口部分の厚さ 

設計・建設規格 PMC-3330 (単位:mm) 

計算部位 ｒｉ ｒｍ ℓ ｔ ｔℓｏ ｔℓ 

②       

③       

 評価：ｔℓ≧ｔ，よって十分である。 
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2.3 ケーシングの各部形状 

設計・建設規格 PMC-3340 

(1)  ボリュート巻始めの丸みの半径 （単位：mm） 

計算部位 ｒ３ ｒ３ｓｏ ｒ３ｓ 

④    

評価：ｒ３ｓ≧ｒ３，よって十分である。 

 

 

(2)  クロッチの丸みの半径 （単位：mm） 

計算部位 ｒ４ ｒ４ｓｏ ｒ４ｓ 

⑤    

評価：ｒ４ｓ≧ｒ４，よって十分である。 

 

 

 

(3)  ボリュート巻始めとケーシング壁面の交わる部分のすみの丸みの半径 

（単位：mm） 

計算部位 ｒ５ ｒ５ｓｏ ｒ５ｓ 

⑥    

評価：ｒ５ｓ≧ｒ５，よって十分である。 
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2.4 ケーシングカバーの厚さ 

設計・建設規格 PMC-3410 

計算部位 材料 
Ｐ 

(MPa) 

Ｓ 

(MPa) 

平板形 

ｄ(mm) Ｋ 

⑦ SUS316L 1.00 108    

⑧ SUS316L 1.00 108   

⑨ SUS316L 1.00 108   

⑩ SUS316L 1.00 108   

 

ｔ 

(mm) 

ｔｓｏ

(mm) 

ｔｓ 

(mm) 

    

   

   

   

 評価：ｔｓ≧ｔ，よって十分である。 
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2.5 ボルトの平均引張応力 

設計・建設規格 PMC-3510 

計算部位 材料 
Ｐ 

(MPa) 

Ｓｂ 

(MPa) 

ｄｂ 

(mm) 
ｎ 

Ａｂ 

(mm2) 

⑪ SUS630 1.00 181 
13.835 

12 150.3 
(M16) 

⑫ SUS630 1.00 181 
10.106 

8 80.21 
(M12) 

 

ガスケット材料 

ガスケット 

厚さ 

(mm) 

ガスケット 

座面形状 

Ｇｓ 

(mm) 

Ｇ 

(mm) 

Ｄｇ 

(mm) 

渦巻形金属ガスケット 

(非石綿)(ステンレス鋼) 
3.2 1a 233.8 223.4 ― 

渦巻形金属ガスケット 

(非石綿)(ステンレス鋼) 
4.5 1a 123.8 116.4 ― 

 

Ｈ 

(N) 

Ｈｐ 

(N) 

Ｗｍ１ 

(N) 

Ｗｍ２ 

(N) 

Ｗ 

(N) 

σ 

(MPa) 

3.920×104 2.190×104 6.109×104 2.515×105 2.515×105 140 

1.064×104 8.118×103 1.876×104 9.322×104 9.322×104 146 

 評価：σ≦Ｓｂ，よって十分である。 
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3. 支持構造物の強度計算 

「ドレン移送ポンプ 支持構造物(平板形(立方向取付))」 
 
(1) 一次圧縮応力評価 

種類 脚本数 材料 

最高 
使用 
温度 
（℃） 

Ｆ値 
（MPa） 

鉛直荷重 
Ｆｃ 
（N） 

有効 
細長比 
λ 

（－） 

限界 
細長比 
Λ 

（－） 

一次圧縮 
応力 
σｃ 

（MPa） 

許容圧縮 
応力 
ｆｃ 

（MPa） 

評価 

平板形 
（立方向取付） 

2 SUS304 150 205 4.119×103 42.95 122.167 1 123 
ｆｃ≧σｃ， 

よって 
十分である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(単位:mm) 

ドレン移送ポンプ 支持構造物の強度計算説明図 
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Ⅵ-3-3-6-2-5-4-2 スクラバ水 pH 制御設備用ポンプの強度計算書 
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1. 概要 

本資料は，スクラバ水 pH制御設備用ポンプ（7号機設備，6,7 号機共用）の強度が「実用発電

用原子炉及びその附属施設の技術基準に関する規則」第 55 条に適合することを説明するもので

ある。 

スクラバ水 pH 制御設備用ポンプの強度に関する説明は，令和 2 年 10 月 14 日付け原規規発第

2010147 号にて認可された柏崎刈羽原子力発電所第 7 号機の設計及び工事の計画のⅤ-3-3-6-2-

5-4-2「スクラバ水 pH 制御設備用ポンプの強度計算書」による。 
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Ⅵ-3-3-6-2-6 原子炉格納容器調気設備の強度計算書 
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Ⅵ-3-3-6-2-6-1 不活性ガス系の強度計算書 
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Ⅵ-3-3-6-2-6-1-2 管の強度計算書 

 



 

 

Ⅵ-3-3-6-2-6-1-2-1 管の基本板厚計算書 
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まえがき 

 

本計算書は，Ⅵ-3-1-5「重大事故等クラス２機器及び重大事故等クラス２支持構造物の強度計

算の基本方針」及びⅥ-3-2-9「重大事故等クラス２管の強度計算方法」に基づいて計算を行う。 

評価条件整理結果を以下に示す。なお，評価条件の整理に当たって使用する記号及び略語につ

いては，Ⅵ-3-2-1「強度計算方法の概要」に定義したものを使用する。 
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・評価条件整理表 

 

  

管 No. 

既設 

or 

新設 

施設時の 

技術基準

に対象と

する施設

の規定が

あるか 

クラスアップするか 条件アップするか 
既工認に 

おける 

評価結果 

の有無 

施設時の 

適用規格 
評価区分 

同等性 

評価 

区分 

評価 

クラス 
クラス

アップ

の有無 

施設時 

機器 

クラス 

ＤＢ 

クラス 

ＳＡ 

クラス 

条件 

アップ 

の有無 

ＤＢ条件 ＳＡ条件 

圧力 

(MPa) 

温度 

（℃） 

圧力 

(MPa) 

温度 

（℃） 

1 既設 有 無 DB-2 DB-2 SA-2 有 0.31 171 0.62 200 ― S55 告示 
設計・建設規格 

又は告示 
― SA-2 

2 既設 有 無 DB-2 DB-2 SA-2 有 0.31 104 0.62 200 ― S55 告示 
設計・建設規格 

又は告示 
― SA-2 
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・適用規格の選定 

管 No. 評価項目 評価区分 判定基準 適用規格 

1 管の強度計算 
設計・建設規格

又は告示 
同等 設計・建設規格 

2 管の強度計算 
設計・建設規格

又は告示 
同等 設計・建設規格 
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2. 管の強度計算書（重大事故等クラス２管） 

  設計・建設規格 PPC-3411 準用 

ＮＯ． 

最高使用圧力 

Ｐ 

（MPa） 

最高使用 

温  度 

（℃） 

外 径 

Ｄｏ 

（mm） 

公称厚さ 

 

（mm） 

材  料 製 

 

法 

ク 

ラ 

ス 

 

Ｓ 

（MPa） 

η Ｑ 

 

ｔｓ 

（mm） 

 

ｔ 

（mm） 

算 

 

式 

 

ｔｒ 

（mm） 

1 0.62 200 558.80 9.50 SM400C W 2 100 1.00   1.73 C 3.80 

2 0.62 200 558.80 9.50 SM400C W 2 100 1.00   1.73 C 3.80 

評価：ｔｓ ≧ ｔｒ，よって十分である。 
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